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　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、この例によってな
んら限定されるものではない。
実施例１
（１）転写フィルムの製造
　以下の手順で、焼成用転写フィルムを作製した。
　まず、剥離フィルムとして、シリコーン系離形層を設けたＰＥＴフィルム「Ａ７０」（
帝人デュポンフィルム（株）製、フィルムサイズ３．５ｃｍ×３０ｃｍ、厚み５０μｍ）
を用意した。次に、機能性パターンの塗布液として、導電性ペーストを３本ロールミルを
用いて作成した。また、粘着層の塗布液としてアクリル系粘着剤「ＳＫ１４５１」（綜研
化学工業（株）製）の溶媒をソルベッソ１５０で置換した粘着層ペーストを作製した。
　次に、前記剥離フィルムの離形層上に、スクリーン印刷機を用いて前記導電性ペースト
をサイズ２ｃｍ×５ｃｍ、膜厚１５μｍとなるように印刷し、機能性パターンを形成した
。
　次いで、剥離フィルムの剥離層側の全面に、該機能性パターンを覆うようにして、前記
粘着層ペーストを厚さ１０μｍとなるようにメイヤーバーを用いて塗布し、接着層を形成
した。そして、粘着層に含有される溶剤を十分に揮発させた。
　粘着層と機能性パターンからなる転写膜が形成された剥離フィルムから、機能性パター
ンを含む部分をフィルムサイズ６ｃｍ×３５ｃｍに切り出し、実施例１の転写フィルムと
した。
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